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光合成モデル化合物の合成 

































ンスペーサーを介して異なる距離で共有結合連結された複合体（CCG-Phn-ZnP、n = 1 – 5）を合
成した（Scheme 1）。得られた複合体は、アセトンおよび DMF を用いて洗浄した。 
 
Figure 1. Structures of nanocarbon materials illustrated using Materials 
Studio. a) Graphene, b) carbon nanotubes, and c) fullerenes.  










































Scheme 1. Synthesis of the covalently linked porphyrin-CCG systems. 
 
結果と考察 
CCG-Phn-ZnP（n = 1 – 5）の XPS 測定を行ったところ、ポルフィリンの中心に配位する亜鉛のピー
クが検出された。そのピーク強度から、ポルフィリンの修飾率はグラフェンの炭素原子 220-250 個につ
きポルフィリン 1 つの割合であることがわかった。 
次に複合体の紫外-可視吸収スペクトルを測定したところ（Figure 1）、CCG-Phn-ZnP（n = 1 – 5）の
スペクトルの形状はポルフィリン参照化合物（ZnP-ref）の吸収帯と CCG（CCG-Ph-Bpin）の吸収帯を








Figure 1. Absorption spectra of CCG-Phn-ZnP, 




Figure 2. Steady-state fluorescence spectra of 
CCG-Phn-ZnP and ZnP-ref. 
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CCG-Phn-ZnP（n = 1 – 5）に対して AFM 測定を行った。例と
して、CCG-Ph3-ZnP の AFM 像を Figure 3 に示す。かさ高い
ポルフィリンを連結することにより、一層にまで剥離した
CCG が得られたことがわかった。また、AFM から見積もら
れた CCG-Phn-ZnP（n = 1 – 5）の高さと、ポルフィリンおよ
びオリゴフェニレンの分子サイズを検討すると、n = 1-3 にお
いてはスペーサーが長くなるにつれてグラフェンに対するポ
ルフィリンの傾き角は大きくなっているのに対し、n = 3-5 で
は傾き角が一定であることが示唆された。つまり、n = 1-3 で
はスペーサーの長さとポルフィリンの傾き角が相関して消光













Figure 3. AFM image of CCG-Ph3-ZnP 
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